
【資料8】

　　　医療計画は､｢地域の実情に応じた医療提供体制の確保｣を図るために策定する計画であり､医療法第30条の (仮称)かわさき保健医療プラン[平成30年度～平成35年度]への主な課題等

４に基づき策定する｢都道府県の計画｣及び都道府県の計画を踏まえて任意に策定する｢自治体独自の計画｣の

　　の２種類があります。本市においては、市民の安全･安心な暮らしを支える地域医療をより充実･強化できる

　　よう、自治体独自の計画を策定しています。

[① 病床の必要量] [② 在宅医療等の必要量] [③ 療養病床からの地域移行]

　　　医療計画と介護保険事業(支援)計画

　　の整合性を確保するため、計画期間を

　　５年から６年に変更するとともに、必

　　要に応じて中間年(３年目)に見直しを

　　行います。

取組Ⅰ　地域での暮らしを支える医療の充実

取組Ⅱ　安全･安心を支える医療の提供

取組Ⅲ　市民とともに育む医療の推進

(仮称)かわさき保健医療プラン[平成30年度～平成35年度](案)の策定について [No.1] 

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

○将来の医療需要を踏まえた病床機能の確保(回復期機能を担う病床の確保及び病床機能の分化･連携)　○救急ニーズの増加を踏まえ
た救急病院等の支援のあり方検討　○かかりつけ医等の普及啓発　○地域包括ケアシステムを支える看護人材を育成(市立看護短大等
の今後のあり方検討)　○病床機能及び在宅医療を支える医療従事者の確保･養成　○在宅医療等を必要とする患者数の増加への対応
(退院支援･日常の療養支援･急変時の対応･看取りに係る体制整備)　○役割分担と連携により限りある資源を最大限に活用した入院医
療から在宅医療･介護まで一連のサービスを切れ目なく円滑に提供できる体制の整備　○近い将来の首都直下型地震等の発生に備えた
災害医療コーディネーターを中心とする災害時医療救護体制の強化　など

○救急病院･周産期母子医療センター等に対する運営支援 ○休日急患診療所の事業移管 ○災害医療コーディネーター会議や医療救
護訓練等を通じた災害時医療救護体制の整備推進･検証　○食品･飲料水の衛生検査等による安全な生活の確保　○各種予防接種の実施
○新型インフルエンザ等の医療体制及び特定接種･住民接種体制の整備　○医療機関･薬局に対する立入検査　○医療安全セミナーの開
催　○医療安全相談センターの運営　など

H34年度 H35年度

○事前協議の実施による病床の適正整備　○市立看護短大の運営　○看護師養成施設･院内保育所の運営支援　○修学資金制度の運用
○在宅療養推進協議会の設置　○在宅医療サポートセンターの運営　○在宅医療を担う人材育成研修　○在宅医療･介護多職種連携マ
ニュアルの策定　○コールセンターを活用したがん検診の受診勧奨　○がん診療連携拠点･指定病院の指定申請支援　○神奈川県地域
医療構想の策定　など

○地域包括ケアシステムポータルサイトの開設 ○在宅医療情報誌｢あんしん｣の発行 ○救急医療情報センター･医療機関検索サイト
｢かわさきのお医者さん｣による医療機関案内　○健康安全研究所における公衆衛生の試験検査･調査研究･研修指導･情報発信　○プロ
スポーツチームとの協働による献血啓発及び功労者表彰　○市民救命士講習の委託化による受講機会の拡大　○各種救命講習における
AED使用方法の指導　など

１ 医療計画の概要

２ 計画策定の趣旨

現計画

の策定

平成25(2013)年３月 ｢川崎市地域医療計画(平成25年度～平成29年度)｣の策定

人口の急増や高齢化の進行など、社会環境の変化を踏まえ、市民医療ニーズや医療現場の課題を把握

しながら将来を見据えた施策を推進

制度改正
平成26(2014)年６月 ｢医療介護総合確保推進法｣の成立

効率的かつ質の高い医療提供体制を構築するとともに、地域包括ケアシステムの構築を通じて医療と

介護の総合的な確保を推進するため、医療法の改正(都道府県に｢地域医療構想｣策定の義務付け)

地域医療構想
平成28(2016)年10月 ｢神奈川県地域医療構想｣の策定

川崎地域の将来推計として、｢回復期病床の不足｣や｢在宅医療等を必要とする患者数の増加｣の見込み

(地域医療構想の３つの課題:｢病床機能の確保｣･｢在宅医療の充実｣･｢医療従事者の確保･養成｣)

本市の

課題等

市民ニーズへの対応

・病床機能の分化･連携を図るとともに、救急医療の強化や在宅医療の充実、医療と介護の連携の推進

・健康寿命の延伸に向けた健康づくり及び介護予防･要介護度の改善･維持 など

平成30(2018)年３月(予定) ｢(仮称)かわさき保健医療プラン[平成30年度～平成35年度]｣の策定

・生涯を通じた健康づくりを支援するとともに、入院医療から在宅医療･介護までサービスを切れ目

なく円滑に提供できる体制を目指す

・主要な疾病･事業に加え、保健分野も含めた｢総合的な保健医療施策｣を示す(計画名の変更)

変更後の名称:｢(仮称)かわさき保健医療プラン｣変更前の名称:｢川崎市地域医療計画｣

３ 計画の期間

第７期かわさきいきいき長寿プラン

(H30-H32年度)

(仮称)かわさき保健医療プラン(H30年度～H35年度)

第８期かわさきいきいき長寿プラン

(H33-H35年度)

中間見直し

４ これまでの計画の進捗状況と課題

５ 将来の医療需要(神奈川県地域医療構想)

６ 基本理念･基本目標及び基本方針(施策体系)

基本方針 ※ 下線は新たに計画に記載する項目

①病床機能の確保 ③地域における医療･介護の連携体制の構築

②病床機能の分化及び連携 ④医療機関の選択等に係る普及啓発

将来の医療需要を踏まえた病床機能の確保及び連携施策Ⅰ-１

①在宅医療の体制構築 ③円滑な退院支援と急変時の対応

②介護サービス基盤の整備推進 ④在宅医療･かかりつけ医等の普及啓発

在宅医療の推進及び医療と介護の連携施策Ⅰ-２

①働きやすい勤務環境づくり ④在宅医療を担う人材の育成

②看護職員の新規養成･定着促進･再就業支援

③病床機能の確保･分化に伴い必要となる医療従事者の確保

医療提供体制を支える医療従事者の確保･養成施策Ⅰ-３

①がんの医療体制 ④糖尿病の医療体制

②脳卒中の医療体制 ⑤精神疾患の医療体制

③心筋梗塞等の心血管疾患の医療体制

主要な疾病別の医療提供体制の構築施策Ⅱ-１

①救急医療の体制 ④災害時における医療体制

②周産期(救急)医療の体制 ⑤在宅医療の体制(再掲)

③小児(救急)医療の体制

主要な事業別の医療提供体制の充実･強化施策Ⅱ-２

①感染症対策 ⑤障害(児)者の保健医療 ⑨生活衛生

②難病対策 ⑥歯科保健医療 ⑩今後の高齢化に伴う対策

③アレルギー対策 ⑦医薬品等の適正使用対策 (介護予防及び要介護度の改善･維持)

④認知症対策 ⑧食品衛生 ⑪医療安全対策の推進

主要な保健医療施策の推進施策Ⅱ-３

①母子保健 ③生活習慣病予防の推進(第２期かわさき健康づくり21の推進)

②学校保健 ④メンタルヘルス対策(自殺予防)

生涯を通じた健康づくり施策Ⅱ-４

①インターネット等を活用した保健医療情報の発信 ④健康安全研究所

②救急医療情報センター ⑤京浜臨海部における

③地域みまもり支援センター ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの推進

市民の視点からの医療情報提供及び相談･情報発信拠点等の整備施策Ⅲ-１

①献血の推進(血液の確保)

②市民救命士の育成と応急手当の普及

市民の支え合いと助け合いの推進施策Ⅲ-２

①乳幼児の事故防止 ③ジェネリック医薬品の利用促進

②医療の適正な利用

家庭における安全確保と医療への理解の促進施策Ⅲ-３

基本目標Ⅰ 基本目標Ⅱ 基本目標Ⅲ

[基本理念]市民とともに支える誰もが住み慣れた地域で安心して保健医療サービスを受けることができる社会の実現

地域での暮らしを支える医療提供体制の構築 安全･安心を支える保健医療の提供 市民とともに育む保健医療の推進

[上位概念] 川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン

[主なポイント]  上位概念に地域包括ケアシステム推進ビジョンを位置付け  主要な疾病･事業の体系整理

地域医療構想を踏まえた取組を記載  関連する保健分野の取組を記載
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回復期を中心に病床機能の不足見込み

⇒ ・限られた医療資源を効率的･効果的に

活用

・不足する病床機能への転換等を推進

在宅医療等を必要とする患者数(訪問診療分)

は約1.73倍に増加見込み

⇒ ・在宅医療の体制構築

・在宅医療･かかりつけ医等の普及啓発

療養病床から地域へ移行する患者(追加的需

要)に対して､医療･介護の一体的整備を要す

⇒ ・介護施設(2020年度末): 62人分

・在宅医療(2023年度末):699人分

(患者住所地ベース)

[④ 医療提供体制を支える医療従事者の確保] これらを支える医療従事者の確保･養成を要す

[参考]

平成30年３月(予定)

第７次神奈川県保健

医療計画の策定

１

２

３

４



[No.2] 

策定状況

政策調整会議

パブリック
コメント

H29.7-H29.9 H29.10 H29.11 H29.12 H30.1 H30.2 H30.3

市民説明会

健康福祉委員会

(仮称)かわさき保健医療プラン[平成30年度～平成35年度](案)の策定について

地域医療審議会

H29.3 H29.4-H29.6

７ これからの計画の主な取組

８ 計画の推進体制

９ 計画の策定スケジュール

[① 進捗管理]

PDCAサイクルに基づく進捗管理
・計画(Plan) ＝施策の目標･方向性の設定

・実行(Do) ＝達成に向けた事務執行

・評価(Check)＝進捗の把握･成果の確認

・改善(Act) ＝目標･方向性の見直し

[② 実施状況の点検]

・年度ごとに進捗状況等の整理

及び検討

・地域医療審議会における点検

及び評価の実施

[③ 中間評価･点検結果の反映]

・進捗状況に応じて目標達成の

方策の検討

・計画期間の３年目に中間評価

及び見直しの実施

地域での暮らしを支える医療提供体制の構築
基本

目標Ⅰ

安全･安心を支える保健医療の提供
基本

目標Ⅱ

市民とともに育む保健医療の推進
基本

目標Ⅲ

将来の医療需要を踏まえた病床機能の確保及び連携施策Ⅰ-１

在宅医療の推進及び医療と介護の連携施策Ⅰ-２

医療提供体制を支える医療従事者の確保･養成施策Ⅰ-３

主要な疾病別の医療提供体制の構築施策Ⅱ-１

主要な事業別の医療提供体制の充実･強化施策Ⅱ-２

主要な保健医療施策の推進 ※ 新規の位置付け分施策Ⅱ-３

生涯を通じた健康づくり施策Ⅱ-４

市民の視点からの医療情報提供及び相談･情報発信拠点等の整備施策Ⅲ-１

市民の支え合いと助け合いの推進施策Ⅲ-２

家庭における安全確保と医療への理解の促進施策Ⅲ-３

① 病床の確保 … 優先的整備病床の選定、整備に係る公募条件の設定、病床利用率向上の支援、基準病床数の

中間見直し など [指標]病床利用率(H28:81.2%→H32:84.2%)

② 機能の分化･連携 … 医療機関の役割の明確化､役割を踏まえた分化･連携支援策の検討 など

③ 医療･介護の連携 … 地域包括ケア病床等の活用による連携構築 など [指標] (H28:123床→H35:447床)

④ 医療機関の選択等 … HP等による病床機能･医療提供体制の情報発信、市民啓発セミナーの開催 など

① 在宅医療の体制 … 需要を踏まえた退院支援･日常の療養支援･急変時の対応･看取りに係る体制構築 など

② 介護サービス基盤の整備 … 療養病床から地域へ移行する患者(追加的需要)に対する受け皿の整備 など

[指標]老健の稼働率向上及び特養の整備(地域移行分H32:62床(人)分の確保)

③ 退院支援と急変時の対応 … 事例検討、円滑な退院調整の検討、急変時の緊急往診体制の構築 など

④ 在宅医療･かかりつけ医等 … 市民シンポジウムの開催、具体的なかかりつけ医機能の普及啓発 など

① 勤務環境づくり … 院内保育所の運営支援、他の実施主体による支援事業の情報発信 など

② 看護職員 … 大学化に向けた市立看護短大のあり方検討、ナーシングセンター事業の支援 など

③ 病床機能に必要な医療従事者 … 関係団体との連携による研修機会の拡大、県の取組との連携 など

④ 在宅医療を担う人材 … 多職種連携によるチーム医療の推進、在宅医養成研修の検討、関係団体との連携に

よる在宅医療を担う歯科医師･薬剤師･訪問看護師･ケアマネジャーの育成 など

① がん … がん検診の受診勧奨･再勧奨、緩和ケア病床の整備、療養生活を支える相談支援体制の構築 など

[指標]緩和ケア病床(H28:62床→H35:90床)

② 脳卒中･心血管疾患･糖尿病 … 生活習慣改善の普及啓発、脳卒中･心血管疾患ネットワーク活動の支援､多職

種協働による在宅医療の支援体制の構築 など

③ 精神疾患 … 未治療者等へのアウトリーチ体制の推進、措置入院から退院後までの支援体制の構築 など

① 救急医療 … 休日急患診療所のサービス向上の協議、病床機能の分化を踏まえた救急医療体制の検討 など

② 周産期(救急)医療 … 需要を踏まえたNlCU等の整備 など [指標]NICU(H28:24床→H32:29床)

③ 小児(救急)医療 … 状態に応じた小児救急医療の提供 など [指標]小児輪番病院(H28:7施設→H32:8施設)

④ 災害医療 … 平時から多様な災害に備えた体制の整備、健康福祉部体制の充実化、医薬品等の備蓄及び要請

･供給ルートの具体化、情報収集･共有体制の構築、川崎DMAT隊員養成研修の実施 など

① アレルギー疾患 … アレルギーに関する相談･情報提供･普及啓発、拠点病院との連携の検討 など

② 障害(児)者の保健医療 … 医療ケア体制の確立、医療的ケア児への支援、リハビリサービスの提供 など

③ 歯科保健医療 … 歯っぴー歯科健診の実施、オーラル･フレイル予防の取組、歯科診療事業の支援 など

④ 高齢化に伴う対策 … 一般介護予防事業の推進、低栄養予防の取組、食を通じた健康づくりの推進、要介護

度の改善･維持を目指した健幸福寿プロジェクトの実施 など

① 母子保健 … 妊娠･出産･育児に関する相談支援の強化、乳児家庭の全戸訪問、乳幼児健診の受診勧奨 など

② 学校保健 … 健康診断･健康管理の適正実施、禁煙･飲酒･薬物乱用防止教室の実施 など

③ 生活習慣病予防 … 食事や運動等の健康づくり･生活習慣病予防を支える環境づくりの推進、企業･関係団体

と連携した働き世代への働きかけ など

④ 自殺予防 … 自殺未遂者支援の検討及びモデル事業の実施、地域への自殺対策･連携支援の普及啓発 など

① 保健医療情報 … 医療機関検索サイト｢かわさきのお医者さん｣･地域包括ケアポータルサイトの運用､在宅医

療情報誌｢あんしん｣の発行

② 救急医療情報センター … オペレーター･コンピューターガイダンスによる医療機関案内、取次業務 など

③ 地域みまもり支援センター … 地区カルテを活用した地域情報の把握･共有､互助の活性化等の｢地域づくり｣

及び地域包括ケアシステムの理解度向上のための｢意識づくり｣の推進 など

④ 健康安全研究所 … 市民の健康で安全な暮らしを守るための試験検査･調査研究･研修指導･情報発信の実施

⑤ ライフイノベーション … 革新的な医薬品･医療機器の開発製造や健康産業の創出に向けた取組の推進 など

① 献血(血液確保) … プロスポーツチームとの協働による献血啓発、献血活動功労者の顕彰 など

② 市民救命士 … 市民救命士の育成及び応急手当の普及(普通救命講習･上級救命講習･心肺蘇生法講習)

① 乳幼児の事故防止 … 成長に合わせた事故防止対策の啓発、保護者･支援者への応急処置の普及啓発 など

② 医療の適正利用 … 状況に応じた医療機関案内情報の発信、医療提供体制･受診行動等の普及啓発 など

③ ジェネリック医薬品 … 関係団体との連携による普及啓発、差額通知の対象拡大の検討 など
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いきいき長寿

健康づくり21

健康づくり21

健康づくり21

いきいき長寿

ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

自殺対策

健康づくり21

地域福祉

連携

連携

連携

連携

連携

ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ

連携

連携

連携

データヘルス

連携

<連携の表記(略語の正式名称)>

・｢地域福祉｣ ＝ 川崎市地域福祉計画 ・｢いきいき長寿｣ ＝ かわさきいきいき長寿プラン ・｢ノーマライゼーション｣ ＝ かわさきノーマライゼーションプラン

・｢健康づくり21｣ ＝ かわさき健康づくり21 ・｢地域防災｣ ＝ 川崎市地域防災計画 ・｢データヘルス｣ ＝ 川崎市国民健康保険データヘルス計画

地域防災

連携
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(本編 P270～P287)

(本編 P288～P293)

(本編 P294～P304)

(本編 P83～P142)

(本編 P143～P268)

(本編 P269～P304)

地域包括
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